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農林水産省は、農業集落（全国約14万）を単位として、農林業センサスの

結果と各種情報とを組み合わせて当省が独自に加工・再編成したデータ「地

域の農業を見て・知って・活かすＤＢ」を提供しています。併せて提供する

農業集落境界データとともに地理情報システムに取り込むことで、地図とし

て“見える化”（視覚化）することができます。

このマニュアルは、地理情報システム「ＱＧＩＳ」を用いて、地図表示を

行う操作について説明するものです。なお、ＱＧＩＳソフトはインストール

されている前提で、このマニュアルではバージョン2.18.13を用いています。
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Ⅰ．データの準備

Step1 農林水産省Webサイトからデータファイルをダウンロードする

１．農林水産省Webサイト「地域の農業を見て・知って・活かすDB」から、データファイルをダウンロードし
ます。サイトアドレスはこちら http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/index.html

利用するデータと分析指標

データ ファイル名 項目名

2015年農林業センサス
農林業経営体_調査客体
SA0001_2015_2015_23.xlsx

･KEY（A列）～RCOM_NAME（I列）
･農業経営体（N列）

多面的機能支払交付金 GC0001_2014_2015_23.xlsx
･活動計画_農地維持支払_対象
農用地_計（Z列）

中山間地域等直接支払交付金 GD0001_2014_2015_23.xlsx ･対象農用地の有無（J列）

農業集落境界データ

農業集落境界データ
MA0001_2015_2015_23.zip
市区町村境界データ
MA0003_2015_2015_23.zip

※圧縮フォルダー形式
（圧縮フォルダーを解凍し、中の
フォルダーを別の場所にコピー
して利用します。）

１
Ⅰ．データの準備 Step1 農林水産省Webサイトからデータファイルをダウンロードする

事前に作業用のフォルダー
を作成しておき、すべての
ファイルを同じフォルダーに
格納してください。

上・左図は、「2015年農林業
センサス」の「農林業経営体 _
調査客体」をダウンロードする
例です。



Step2 Excelでデータの整理・加工を行う

１．Q GISで読み込むデータファイルを作成します。
新規エクセルファイル（ファイル名：データセット.xlsx） を作成し、「農林業経営体_調査客体（SA0001_

2015_2015_23.xlsx）のデータ（A列～I列、N列）、「多面的機能支払交付」（GC0001_2014_2015_23.xlsx）
のデータ（Z列）、「中山間地域等直接支払交付金」（GD0001_2014_2015_23.xlsx）のデータ（J列）を貼り
付けます。

２

「地域の農業を見て・知って・活かすDB」

農林業経営体_調査客体
（SA0001_2015_2015_23.xlsx）

多面的機能支払交付
（GC0001_2014_2015_23.xlsx）

中山間地域等直接支払交付金
（GD0001_2014_2015_23.xlsx）

Ⅰ．データの準備 Step2 Excelでデータの整理・加工を行う

２．作成した「データセット.xlsx」を保存し、そのほかのエクセルファイルは閉じます。
「データセット.xlsx」はStep3で使用するので、開いたままとしておきます。

新しく作成する
データセット.xlsx

「A列」～「I列」までは指標部で、
各データファイル共通です。



３

注意！
ダウンロードしたエクセルファイルのデータには、秘匿などの数値以外の統計記号が含まれていることがあり
ます。分析に支障がある場合は、エクセルの置換機能を使用して統計記号以外に変換してください。

置換の例 秘 匿 「Ｘ」 → 空欄
事実がない 「－」 → 「0(ゼロ)」
事実不詳 「…」 → 空欄

必要に応じ置換機能を
使用してください。
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Ⅰ．データの準備 Step2 Excelでデータの整理・加工を行う

注意！
ダウンロードしたエクセルファイルを開いたとき、保護ビューモードになっている場合は、これを解除してから
コピーしてください。

「編集を有効にする(E)」をクリックすると保護ビューモードが
解除され、編集できるようになります。

※ 「Ｘ」、「－」、「…」などの統計記号を、文字列データとして使用する（地図表示させる）方法もありますが、
ここでは省略します。



４

１．Step2で開いたままとしている「データセット.xlsx」
で、「名前をつけて保存」の操作を行います。この
とき、「ファイル名」は変更せず、「ファイルの種類」
のみ「CSV（カンマ区切り）（*.csv）」へ変更します。
このファイルは、Step4で使用するため開いたまま
としておきます。
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Step3 csvファイルとして保存する

Step3 Excelシートをcsvファイルとして保存する
Step4 csvファイルと対になるcsvtファイルを作成し、csvファイルと同じフォルダに保存するⅠ．データの準備

１．Step3でCSV形式としたエクセルファイルで、各列データの属性を「文字」又は「数値」として指定します。

１行目（表頭）と２行目（データ行の先頭）の間に行挿入し、「A2 (KEY)」～「I2 (RCOM_NAME)」に「String」を、
「J2 (農業経営体)」～「L2 (対象農用地の有無)」に「Real」を、半角英字で入力してください（大文字・小文字の
区別はありません。）。
なお、「String」は文字データ、「Real」は数値データであることを表します。

２．新しいシートを追加し、データ属性（「String」又は「Real」）を入力した行（２行目）をコピーします。

２行目をコピーして、新しいシート
の１行目に貼り付けます。

作業中のシート

新しいシート

Step4 csvファイルと対になる同名のcsvtファイルを作成し、同じフォルダに保存する

注意！
CSVファイルを作成する際、位取り、折り返し、罫線等セルの書式設定を行っていると、不要なデータまで保存
したり、カンマ区切り位置がずれることがあるので、すべて解除あるいは削除してから保存してください。
また、入力文字をセル内で改行している場合、Q GISにおいて正しく認識できないので、セル内改行を解除して
から保存してください。
また、「ファイルの拡張子を表示する」設定としていないと、これ以降の作業に支障があります。事前にファイル
の拡張子が表示されているか確認し、表示されていない場合は必ず設定を変更しておいてください。
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ファイル名を「データセット.csvt」、ファイル
の種類を「CSV(カンマ区切り) (*.csv)」として
保存してください。
保存先は、必ず「データセット.csv」と同じ
フォルダにしてください。
（Q GISではCSVファイルを読み込むとき、
同時に同じフォルダ内にある同一名称の
csvtファイルを読み込みます。）

５．作成したファイル名称「データセット.csvt.csv」から「.csv」を削除し、 「データセット.csvt」に修正
します。

注意！
次の操作は、必ず、ファイルの拡張子が表示される設定にしてから行ってください。

Ⅰ．データの準備 Step4 csvファイルと対になるcsvtファイルを作成し、csvファイルと同じフォルダに保存する

３．前項で追加した新しいシートを残し、データのある元シートを削除します。

４．「名前を付けて保存」を行い、「ファイル名」を「データセット.csvt」（既定で表示されるファイル名の後ろ
に「t」を追加）、「ファイルの種類」を「CSV（カンマ区切り）(*.csv)」として保存します。

６．以下の３ファイルが同一フォルダ内に保存されていることを確認してください。
・ データセット.xlsx （このファイルはQ GISでは使用しないが、バックアップとして保存しておく）

・ データセット.csv
・ データセット.csvt
確認したら、エクセルを閉じます。


